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船舶事故調査報告書 

 

                               令和７年３月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和５年１１月３日 ０５時２０分ごろ 

発生場所 新潟県上越市直江津港 

直江津港第３東防波堤灯台から真方位２１１°１.１海里（Ｍ）付

近 

（概位 北緯３７°１１.９′ 東経１３８°１５.６′） 

事故の概要  漁船えびす丸は、航行中、消波ブロックに乗り揚げた。 

 えびす丸は、右舷中央部付近の船底外板の亀裂等を生じた。 

事故調査の経過  令和５年１１月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 えびす丸、４.４トン 

ＮＧ３－１７１７６（漁船登録番号）、個人所有 

１１.００ｍ（Lr）×２.６８ｍ×１.２３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、２７９.５０kＷ、平成６年２月２６日 

第２２０－２３８１７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ７７歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 令和５年３月２日 

免許証交付日 令和５年３月２日 

        （令和１０年３月１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 右舷中央部付近の船底外板に亀裂、キール下面に擦過傷、機関室浸水

による主機等濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 南、波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

日出時刻：０６時１３分ごろ、常用薄明開始時刻：０５時４６分ごろ 

 事故の経過 本船は、船長及び甲板員２人が乗り組み、刺し網漁の操業を行う目

的で、令和５年１１月３日０４時２０分ごろ直江津港の東ふ頭の係留

岸壁（以下「係留岸壁」という。）を出港し、同港東方沖の漁場に向

かった。 
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本船は、漁場に到着して操業を行い、０４時５５分ごろ操業を終

え、船長が操舵室中央に立って手動操舵で操船に当たり、約１５ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で、帰途についた。 

船長は、第３東防波堤北方沖を通過後、約１３kn に減速し、０５時

１９分ごろ第２東防波堤西端の北方沖に至った際、東ふ頭北側の危険

物３号岸壁（以下「危険物岸壁」という。）に係留中のタンカーの荷

役作業灯が明るく、同作業灯に意識を向けて航行していたところ、第

２東防波堤西端の簡易標識灯（緑色）（以下「本件緑灯」という。）に

気付くのが遅れ、本件緑灯を通過後、左舵一杯をとって本船を左転さ

せた。（図１参照） 

船長は、０５時２０分ごろ本船が東防波堤東端付近を左転中、突

然、衝撃音を聞くとともに、操舵室下方の機関室から突き上げるよう

な衝撃を体感し、すぐに主機を中立運転として、船体の状況を調査し

たところ、機関室への浸水を認めた。 

船長は、甲板員２人に異状がないこと及び主機が使用できることを

確認した後、微速前進とし、機関室への浸水に注意しながら係留岸壁

に向かった。 

本船は、０５時３０分ごろ係留岸壁に着岸し、船長及び甲板員２人

が水中ポンプで機関室の排水を行うとともに、０６時００分ごろ船長

が携帯電話で海上保安庁及び所属漁業協同組合に本事故の発生を通報

した後、本船を係留岸壁西方の船揚場に上架した。（写真１～５参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（右舷側） 写真２ 本船（左舷側及び船尾側） 

写真３ 本船（右舷側 

及び船尾側） 

乗揚箇所 

乗揚箇所 

写真４ 本船（右舷中央部付

近船底） 
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海上保安庁は、本事故後、本船が左転中に衝撃を受けた東防波堤東

端付近の海中調査を行った結果、東防波堤東端の北側側面から約５ｍ

沖の海面下約１.５ｍに設置された消波ブロック（以下「本件消波ブ

ロック」という。）に本船の船底塗料（青色）が付着していたことを

確認した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 船長に関する情報及び船長の操船方法に関する情報 

   本船は、これまで係留岸壁に向かう際、第２東防波堤西端と東

防波堤東端との間の東航路を航行しており、本事故当時も同様に

航行しようとしていた。 

船長は、ふだん、本船が第３東防波堤を通過後、船速を約１３kn

に減速し、第２東防波堤西端約１２０ｍ北方沖（以下「本件防波

堤沖」という。）に至り、本件緑灯を左舷正横方に見て、左舵一杯

をとって左転させ、船首が東ふ頭東端から北東方に８０ｍ伸びる

防波堤の北端の簡易標識灯（赤色）（以下「本件赤灯」という。）

に向いた際、舵中央としていた。 

船長は、本事故当時、本件防波堤沖に至った際、約６００ｍ離

れた東ふ頭北側の危険物岸壁に係留中のタンカーの荷役作業灯

が、過去に経験していたタンカーの荷役作業灯に比べて明るく、

前方が見えにくかった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀裂箇所 

亀裂長さ約１.３５ｍ 

写真５ 本船（右舷中央部付近の船底外板に生じた亀裂箇所） 
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船長は、ふだんの見張りは、目視に加え、レーダー及びＧＰＳ

プロッターを作動させて行っていた。また、各防波堤付近及び各

防波堤間を航行する際、本船と各防波堤との距離が近いので、主

に目視のみで見張りを行っており、本事故当日も同様であった。 

(2) 航路及び消波ブロックに関する情報 

 第２東防波堤西端と東防波堤東端との間に位置する東航路は、

航路の幅が約１００ｍであった。 

   東防波堤東端は、消波ブロックが北側、東側及び南側の３面に

東防波堤東端の側面から海側に向かって約５ｍの位置まで傾斜を

付けて設置されており、また、東防波堤東端の側面から海側に向

かって、ある程度の位置までは消波ブロックは海面上に出ている

が、それ以遠では海面下に水没していた。 

(3) 光害
ひかりがい

に関する情報 

岸壁に係留中の船舶の荷役作業灯等の港内の明かりは、夜間に

港内を航行する船舶に対して、灯台の灯光や標識灯の視認性に悪

影響を及ぼす光害を引き起こすことがある。 

運輸安全委員会事務局横浜事務所の分析集「夜間航行時は、市

街地などの照明に紛れる光害にご注意を！～京浜港東京区の事例

紹介～」（令和元年７月３１日発行）によれば、灯浮標や標識灯の

灯火が陸上や港内の他の明かりに紛れた事例等を紹介している。 

(4) グレアに関する情報 

 
  「光害」とは、主として照明対象範囲外に照射される漏れ光によって、引き起こされる障害のことをいう。 

図１ 東ふ頭周辺の状況概略図 

東ふ頭 

第２東防波堤 

係留中のタンカー 

本件緑灯 

本船 

東ふ頭東端から北東方向に

約８０ｍ延びる防波堤 

本件赤灯 

ふ だ ん

の航路 

本事故当時 

の航路 

東防波堤東端の 

簡易標識灯（赤色） 

東防波堤 
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視野の中に他の部分より著しく輝度（明るさの度合い）の高い

光源の存在によって不快感や見え難さを生じる視認現象をグレア

といい、視認性を低下させる。 

グレアを感じる程度には個人差があるが、加齢に伴い、低い輝

度でもグレアを感じる場合があり、一般的に若年層に比べ、高齢

者になるほどグレアを強く感じると言われている。 

上記(3)で引用した分析集において、僅かな環境や条件の変化に

よってグレアが生じる場合があるため、グレアが生じた場合に

は、光源から目をそらすなどして視機能を回復するよう注意喚起

している。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、直江津港において係留岸壁に向け、約１３kn の速力で航行

中、第２東防波堤西端付近で左転しようとしていた際、船長が、自船

の位置を正確に確認しなかったことから、東防波堤東端に接近して左

転し、右舷中央部付近の船底外板が本件消波ブロックに乗り揚げたも

のと考えられる。 

本件緑灯は、東ふ頭北側の危険物岸壁に係留中のタンカーの荷役作

業灯が明るく、光害やグレアにより視認性が低下し、船長が視認しに

くい状況であった可能性が考えられる。このことから、船長は、本件

緑灯に気付くのが遅れ、本件緑灯を左舷正横方に見て、左舵一杯を 

とって左転させることができずに通過した後、左舵一杯をとって左転

したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、直江津港の係留岸壁に向け、第２東防波

堤西端付近で左転しようとしていた際、船長が、係留中のタンカーの

荷役作業灯によって変針の目安にしていた本件緑灯が見えにくい状況

下、自船の位置を正確に確認しなかったため、左舵一杯をとるタイミ

ングが遅れ、右舷中央部付近の船底外板が本件消波ブロックに乗り揚

げたものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・船長は、港内において通航路幅の狭い防波堤間等を航行する際、

安全に避航措置をとることができる速力まで減速すること。 

・船長は、夜間航海においては、港内の係留船舶の荷役作業灯等陸

岸に明るい照明がある状況下、標識灯等が明かりに紛れて認識し

づらいことに留意し、レーダーやＧＰＳプロッターを有効活用す

ること。 

・船長は、周囲が明るい海域で標識灯の灯火を見付け出すのが困難
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な場合、光源から目をそらすなどして視機能を回復してから見張

りを行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

新潟県 

直江津港 

上越市 

事故発生場所 

（令和５年１１月３日 

 ０５時２０分ごろ発生） 

直江津港第３東防波堤灯台 

東ふ頭 

東防波堤 

第３東防波堤 

第２東防波堤 


